第３節　こころのケア活動を行うにあたり
第１章　災害時のこころのケアとは？
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	１　　「こころのケア対策」組織の構築

　　災害発生時には、実際にこころのケア活動を指揮する部署やスタッフも混乱しがちで、何が大切かを見失いがちになるとも考えられます。

したがって、平常時から効果的かつ組織だった活動を行うために必要な体制づくりについて定めておくことが大切です。

当県においても新潟県中越地震の教訓に学び、県中央レベルでの組織体制を想定していましたが、今回の平成20年岩手・宮城内陸地震の経験を通してあらためて有効かつ機能的な県レベルでの組織体制の重要性が認識されたところです。
なお、災害の規模等に応じ保健所（広域）段階でも対策会議等が必要になると思われます。　　　　　　　　　　　
　
(1) 地域防災計画に連動した総合的な対策

　　　災害発生時には、被害の状況、診療機能等の情報を速やかに収集するとともに、支援機関・団体との調整、こころのケアチームの割振りなどの統括、指示を効果的に行う必要があります。この機能については地域防災計画に連動し、総合的な対策を進める観点から県本庁保健福祉部（障がい保健福祉課及び保健福祉企画室）が担当します。

(2) こころのケア対策会議の設置

　　　　上記部署が精神保健医療関係機関・団体等を速やかに召集し、被災状況の確認及び精神医療体制、こころのケア活動体制を構築するための協議を行う必要があります。精神保健医療を担当する部署である県本庁保健福祉部（障がい保健福祉課及び保健福祉企画室）が「こころのケア対策会議」を設置します。
　　こころのケア対策会議における役割として、

　　①　診療可能な診療所・病院及びこころの相談所や電話相談（ホットライン）等の情報を保健所や市町村、避難所等に周知する。或いは、各種メディアを通じて情報の提供を行う。

②　入院受け入れ体制を整備するとともに、入院のための搬送手段の確保に努める。

③　こころのケアチームの派遣計画や他県からの受入れ計画等を作成する。

④　こころの相談所やこころの電話相談（ホットライン）の設置計画を作成する。

⑤　関係職員に対する研修計画や住民向けの啓発資料等の配布計画を作成する。

⑥　その他、こころのケア活動を行うために必要な事項を取りまとめる。

　(3) こころのケア対策班の設置

　　こころのケア対策会議が定めたこころのケア対策方針に基づき、

	保健所や被災市町村等と調整し、こころのケア活動を具体的に実施するために「こころのケア対策班」を設置し、その事務局を精神保健福祉センターが担います。（52頁・「災害時こころのケア活動の概要」参照）

２　組織的な対応

さて、被災地にこころのケアチームを派遣する際に、派遣元として大切なことについて、厚生労働省の「災害時地域精神保健医療活動ガイドライン」から一部引用し紹介します。

◆　役割分担と業務ローテーションを明確化

　災害直後はやむを得ないとしても、派遣された支援者の活動期間、交替期間、責任、業務内容をできるだけ早期に明確にする必要があります。

　◆　支援者のストレスについての研修
　支援者のストレスについて、それを恥じるべきことではなく、適切に対処するべきことを、あらかじめ研修しておく必要があります。

　◆　支援者の心身のチェックと相談体制

　支援者は、心身の変調についてのチェックリストを携帯し、必要に応じて、健康相談等を受けられるよう指導する必要があります。

◆　住民の心理的な反応への研修

　　　こころのケア活動において、住民から心理的反応として、怒りなどの強い感情が向けられることについて、研修しておく必要があります。

◆　被災現場のシミュレーション

　　派遣先の被災現場では様々な悲惨な状況が想定されます。災害が生じた場合の情景、死傷者の光景などについて、あらかじめスライド体験などのシミュレーションを行っておくことも必要です。

◆　こころのケア活動の評価　

　　こころのケア活動のリーダーや後方支援部署の責任者が、活動の成果を明確に認めて、労をねぎらうことがとても大切です。

（東京都福祉保健局作成「災害時のこころのケアの手引き」から一部引用）

３　リーダーの役割

　　こころのケアチームのリーダーは、スタッフの安全だけでなく、ストレスについても配慮する責任があり、心理的な支援に努める必要があります。

· リーダー自身がストレス処理の良いお手本になることです。

· 活動計画や役割分担を明確に指示します。

· スタッフのことを気にかけていることを行動で示します。
· どんなに忙しくてもスタッフに定期的に休息を取らせます。
· ミーティングを開き、チーム全体でストレス処理を行います。
　任務を終えて解散する前に全員が集まって活動中に体験した出来事や感じたことを話し合います。問題がありそうなスタッフについては
	ポイント

支援者自身の

「こころのケア」

★二次受傷と燃え尽き症候群：被災者のケアに当たる支援者は、被災者と同じ状況におかれます。災害という外傷的体験の話を聞くと聞き手も精神的な打撃を受け、こころと身体に色々な変化が起こります。（二次受傷）

★ストレス症状のチェックをしてみましょう。（巻末資料参照）
●災害現場の光景が突然目に浮かぶ、●食欲不振、●睡眠障害、●脱力感、強い疲労を感じる、●強い無気力感や悔しさを感じる、●強い罪悪感や自責感を持つ、●気分、感情がすぐれない、●涙もろくなる、●憂鬱、気が滅入る、●落ち込みやすい、悲観的になる、●飲酒、喫煙量が増加か、減少、●興奮気味、常に緊張している、●胃腸の調子が悪い、●集中力がなくなる、●悪夢をよく見る、●怒りぽっくなる、など

★ストレス対処法
■兆候が現れたら、恥じることなくストレスを感じていることを素直に認めましょう。■現場でどんな活動をしたかを簡単に報告してから任務を解きましょう。■自分の体験・目撃した災害状況や自分の気持ちを仲間と話し合ってみましょう。■自分だけで何とかしようと気負わず、自分の限界を知り、仲間と協力し合い、お互いに声をかけながら活動することが大切です。■時々仕事をやめ、身体を伸ばしたり、深呼吸してみましょう。　

	ポイント

支援者の対応のポイント

★ストレス反応を軽減させる方法として、最も良い方法は被災体験を聴くことです。聴くときには、相手の話のペースに任せてひたすら聴くことが大事です。

★怒りへの対応：被災後の「幻滅期」には、多くの人が怒りや不満を感じ、感情を八つ当たり的に表出されることがあります。支援者は深呼吸し、こころを落ち着かせて対応します。怒りを受止めた後に、具体的に困っていること等を聴きます。

★悲しみへの対応：泣くことは大切なものや人を失ったことへの自然な反応であり、悲しみを抑える必要はありません。このとき、相談者のそばに寄り添うことに意味があります。ゆっくり話をよく聴くことが大切です。相談者の感情に巻き込まれ過ぎないよう、一定の距離を保つことも必要です。

★有効なコミュニケーション：触れることは、恐怖、悲しみ、怒りを和らげる効果があります。例えば、隣に座る、別れ際に握手するとか、高齢者には肩をもむ、子供には抱っこするなど、しかし、身体接触を嫌がる人もいますので、人と場に応じた対応が必要です。

★留意事項：支援活動内容を毎日、必ず記録し、派遣職員交代時にはきちんと引継ぎしましょう。

　
	個別に専門家のアドバスを得るよう勧めます。

　（日本赤十字社「こころのケア」の手引きから一部引用）
４　支援者としての心構え

災害発生時に被災地で支援活動を行っていく上で必要な、支援者と　　しての基本的な心構えとして大切なことは次のとおりです。

◆　支援に向かう前に、なるべく自分の状況を整えます

1 事前の健康管理に注意し、体調を整える。

2 チームメンバーと各自の行動を打ち合わせる。

3 支援に関してチームと自分の役割について把握する。

4 自分の身は自分で守ることを最低限度のルールとする。

5 チームで常備薬や気候対策、携行物資や機材、食糧等を自給できるよう準備する。

　◆　対象地域の様々な情報を知っておきましょう
①　被災地の状況や情報を出来るだけ事前に得ることがスムーズな活動につながる。

2 被災地で既に活動している支援者から、事前に説明や情報を得るとともに、相談しながら進めることが大事である。

3 現地の窓口と連携し、チームで行動する。

　◆　支援者は二次受傷者となります

　被災地では環境が混乱しており、ストレスの高い状況が続き、支援者も精神的な影響を被り心身に変調をきたしがちです。被災者を支援することで自らも心に傷を持つこともあります（二次受傷）。

◆　災害によるストレスについて正しい知識を持つことが必要です

　　　被災者にみられる精神的な動揺の多くは、災害時に誰もが起こり得る正常な反応であることを被災者に伝えることが大切です。

◆　出向いて行って、働きかけることも大切です

　　相談所への来所者に対応するだけでなく、避難所など被災者がいる所に出向いて、相談に応じることも大切です。その際、現地の人とペアを組んで出向くことが望ましいです。

◆　専門用語はあまり使用しない

　　　「カウンセリング」や「メンタルヘルス」、「トラウマ」、「PTSD」、「精神」、「こころ」等の言葉は安易に使用しない。

「お話する」とか「お手伝いする」などの日常の言葉を使用します。

◆　必要に応じて、地元の専門家への橋渡しをします

　　　被災者からの無理なことまで引き受けて、できない約束をしてはいけません。出来るだけ地元の専門家に橋渡しをするのも支援者の重要な役割です。

◆　被災者が自己決定できるよう被災者の考えを尊重し支えます

　　　支援者の援助の押し付けではなく、被災者の自律性の回復を重視した支援を行います。

困難度が高かったり、混乱のひどい被災者においても、被災者の考えをなるべく尊重し、本人自身が適切な決定を行えるよう応援します。（東京都福祉保健局作成「災害時のこころのケアの手引き」一部引用）
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